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１．研究計画の概要 

研究目的は、1.高度生殖医療（ART：

Artificial Reproductive Treatment）によ

る妊娠をした女性の母親役割獲得過程の予

期的段階を円滑に促す看護介入プログラム

を考案・開発し、2.開発した看護介入プログ

ラムを実施するための研修を行い、その方法

が習得できるように工夫して実施し、その評

価を行うことである。そして、3.上記の研修

を受けた看護職者と ART治療後妊娠の妊婦に

ついて、看護介入場面と妊娠期の母親役割獲

得状況を把握し、開発した看護介入プログラ

ムの効果を検証し、それにより、有効な看護

介入プログラムとして提示することである。

そこで、以下の４つの研究を行う。【研究１】

看護介入プログラムの開発のための基礎的

研究、【研究２】開発した看護介入プログラ

ムを展開するための看護研修の実施とその

評価研究、【研究３】本看護介入プログラム

の効果を実証する研究、【研究４】本看護介

入プログラムの改良と実用化に関する研究

である。 

 

２．研究の進捗状況 

【研究１】看護介入プログラムの開発のため 

の基礎的研究：ART による妊娠をした女性の 

母親役割獲得過程の予期的段階を円滑に促す 

看護介入プログラムを先行研究の２次分析と 

統合により考案し、開発することができた。 

その研究成果を日本母性看護学会誌に投稿
し、原著論文で採用された。また、看護介入
プログラムで使用する「マタニティポートフ
ォリオ（MP と略す）」を独自に開発し、名称
については商標登録を行った。この開発につ

いてはソウルで行われた 14th East Asian 
Forum of Nursing Scholars で発表した。 

【研究２】開発した看護介入プログラムを展

開するための看護研修の実施とその評価研

究：開発した看護介入プログラムを展開する

ための看護研修会は２回１クール（１回目と

２回目では約1ヶ月間をおいて１日ずつ開催

し合計２日間の研修プログラム）で行い、合

計３クールにおいてデータ収集をした。研究

対象者は合計で12名の看護師、助産師であっ

た。ビジュアルアナログスケールの結果で

は「看護介入プログラムの概要は理解でき

た」「看護介入を実践する上でMPの使い方

が理解できた」に１回目研修会終了後と２

回目研修会終了後では有意差がみられた。

フォーカスグループインタビューにおいて

は、「複数回ロールプレイを行ったことで

不妊治療後妊婦の心理面に対する理解がよ

り深まった」「不妊治療後妊婦への看護の

必要性がさらに理解できた」「研修会の合

間の練習で理解したつもりだったが、２回

目の研修会で十分に実践できていないこと

に気づいた」等の意見があった。これらの

結果よりロールプレイを行い体験的に技術

や知識を習得し、２回の研修会の間に介入

プログラムを実践し技術の質を高める内容

が効果的であったと考察している。この看護

研修の評価研究の一部を第30回日本看護科学

学会学術集会で発表した。現在、フォーカス

グループインタビューの質的データをKJ法

（質的統合法）にて分析し投稿準備中である。 

【研究３】本看護介入プログラムの効果を実

証する研究：本看護介入プログラムの効果を

実証する研究は、対照群44名からデータ収集
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をすることができ、開発した看護介入プログ

ラムに基づく看護を提供する看護介入群に

ついては15名の妊娠中期（第２回目）研究デ

ータ収集が終了している。対照群、介入群の

データ収集できた研究データのコーディン

グとデータ分析を行っている。 
【研究４】本看護介入プログラムの改良と実
用化に関する研究：【研究３】が終了してか
ら着手して、本看護介入プログラムの改良と
実用化のためのデータ収集をする計画であ
る。 
 

３．現在までの達成度 
②当初の計画どおりに進展していたが、東
日本大震災等の影響があり、３月中旬以
降中断した。 

（理由） 
 【研究１】と【研究２】は順次予定通り進
展して、それぞれ成果を発表することがで
きたため、計画どおり進展したとした。 

 しかしながら、【研究３】の看護介入群の
研究対象者の募集が予定より進んでいな
い。これは、本研修会を受けて本看護介入
プログラムを実践する看護職者が多忙を
極め、妊婦外来において本看護介入プログ
ラム実施に割く時間がもてない状況にな
ったためである。また、分析のコンサルテ
ーションを受けていた３月 11 日に東北地
方太平洋沖地震があり、分析が中断してし
まった。その後、計画停電とガソリン不足
により共同研究者等が分析のために集合
することができず研究会議が開催できな
いまま年度末となった。 
 

４．今後の研究の推進方策 
 研究者が４月より研究協力施設に入り、
研究対象者を募集・依頼を行い、看護介入
者として本看護介入プログラム実施する
ことで看護介入群の数を増加させる。介入
群、25 名確保を目標として、データ収集し、
【研究３】の効果検証研究の成果を産出す
る。2011 年９月以降に、看護介入をした看
護実践者に対して、改良と実用化のための
聞き取り調査を行い、研究データを収集し
分析しまとめる。また、現在少しずつ復興
し計画停電もなくなったので、研究会議を
開き進める。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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